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9 月14日（木）・15日（金）の２日間、習志野キャンパスにお
いて３学部（薬・理・健康科学部）の１年生が合同参加する

『習志野キャンパス共通科目』が開催された。
　このような学部横断の授業は、時間割の違いなどがあってな
かなか実現できなかったのだが、2017年に健康科学部が発足
するのを好機として検討を進め、このたび『共通科目』がスター
トすることになった。
　科目名は『人間と生命』。授業の狙いは、「他人貢献をする力
が自分の中にあることを知る」である。高校時代までは周囲から
助けてもらうことが多かったであろう１年生の皆さんに、「自分は
誰のために、どんな手助けができるのか」ということを考えてもら
い、さらには他者支援のための実習も行う授業である。
　授業１日目は多様性をテーマに、グループワークを通じて「多
様性ある社会がなぜ必要なのか」「自分や他者の＜願い＞を考え
ることを通じて多様性を実感する」「自分はどんな人の力になりた

いか、またなれるか」といった問い・課題について考えた。２日
目は、午前に障がい者体験（車いす体験、視覚障がい体験など）、
午後に救命救急実習（AED講習など）を行い、他者に手を差し
伸べる機会が身近にたくさんあること、そして少しの勇気があれ
ば実行可能であることを実感してもらった。
　参加者は薬学部19名、理学部17名、健康科学部２名。多
くの学生から、２年次以降もこうした学部横断の科目がほしい
という声をいただいた。

（理・教養科・英語教室・教授）

　医・薬・理の３学部の研究者によ

る全学的なプロジェクトとして、平

成28年11月に採択となった文部科学

省の私立大学研究ブランディング事業

『上皮バリア機構の不全により生じる疾

患の克服を目指したブランディング事

業』では、これまでに事業推進や社会

への成果還元のためのさまざまな取り

組みを行ってきており、多くの実績が

挙がっている。

　その取り組みの一環として９月29

日（金）・30日（土）、神奈川県葉山町

湘南国際村のIPC生産性国際交流セン

ターにおいて、事業の第1回リトリー

ト(合宿研修)を開催し、山﨑純一学長、

高松研医学部長をはじめ、３学部から

34名の参加者があった。

　２日間にわたり、本事業に関する

研究発表はもちろん、事業参加各グ

ループの所属研究者によるさまざま

な内容の発表が行われ、昼夜を通して

活発な議論が交わされた。また、各

学部・各研究室の垣根を越えた参加

者同士の交流が深まり、すでに参加者

同士による新たな共同研究を開始し

ていることからも、本事業そして東

邦大学全体の研究活動の発展に資する

企画であったと考えている。

　事業のよりいっそうの推進へ向け、

このような学内全体の研究者による交

流イベントを含め、現在もさまざまな

企画の準備を進めている。

「東邦大学 私立大学研究ブランディング事業 
活動報告━第1回リトリート開催━」
▶医学部 研究推進室 リサーチ・アドミニストレーター　梶谷 宇

学生テュータ―による１年次テュートリアル報告
▶医学部２年　國松 三千留

医学部 習志野キャンパスに３学部共通科目が誕生
▶千葉 康樹
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　月に学生テューターとして1年次のテュートリアルに参加
する機会をいただきました。テュートリアルとは、少人数

のグループで与えられた課題について議論を交わし、疑問点や
問題点を見出だし、調査、検討を重ねてそれらを解決していく
学修方法のことです。協力して1つのテーマについて討論するこ
とで協調性が養われるだけでなく、自ら問題を抽出し、それを
解決する”問題発見解決能力”は生涯学習の基盤となります。
　テューターとは、議論の進行を見守り、必要に応じてレク
チャーしたりアドバイスを与えたりして、テュートリアルが円滑
に行われるよう手助けする役割のことです。東邦大学医学部で
は、１年次のテュートリアルで上級生が下級生を教える”屋根
瓦システム”を採用しており、２年生がテューターを担当します。
　1年生は初めてのテュートリアルでわからないことも多いので
はないかと心配していましたが、課題シートから抽出した問題
点について、教科書などを用いてていねいに調べて、理解を深
めてくれました。グループ内での発表では、積極的に質問をし
て、班員全体で情報共有していたのが印象的でした。問題点
の抽出から発表準備まで、みんなで力を合わせて取り組むこと
ができていたため、非常に有意義なテュートリアルになったの

ではないかと思います。
　全体発表会では、同じテーマについて調べた複数のグルー
プの発表を聞くことができ、グループごとにさまざまな工夫が
見られ面白かったです。
　たった３回のテュートリアルでしたが、１年生が成長する姿
を間近で見ることができ、うれしく感じました。このように貴
重な体験をさせていただけたことに感謝して、今後に生かして
いきたいと思います。
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山﨑学長による講評

参加者全員で記念撮影

発表、討論の様子

キャンドルサービス看護学部 クリスマスコンサート大森病院

　12月13日（水）に開催された大森病院クリスマスコンサート
においては、東邦大学保育園の園児たちが、キャンドルサービ
スの演出、『キラキラ星』のハンドベル合奏、『いつも何度でも』の
合唱を行った。また、今年は看護学部教員による有志コーラス
“あまりりす”が『もろびとこぞりて』や『赤鼻のトナカイ』などのク
リスマスソングを披露し、最後は参加者全員で『きよしこの夜』
を合唱した。会場となった大森病院３号館１階ロビーには入院
患者さんやそのご家族など、多くの方が集まり、手拍子をしたり、
一緒に歌を口ずさむなど参加者が一体となっていた。一足早い
クリスマスの訪れに、患者さんのこぼれる笑顔と時折見られた
感動の涙が、とても印象的だった。

　月６日(水)、医療センター大森病院にて看護学部1年生
によるキャンドルサービスが行われた。

　学生たちは、看護学部本館のナイチンゲールホールに集まり、
まずは看護学部教職員に対し日頃の感謝の気持ちを込めて『き
よしこの夜』『ジングルベル』などクリスマスソング３曲の合唱を
披露。その後、数人ずつのグループに分かれ、大森病院の各
病棟へ向かった。各グループは、ペンライトを手に消灯された
病室を1室ずつまわり、患者さんの1日も早いご回復を祈ってク
リスマスソングを歌い、手作りのマスコットやカードを贈った。
　医療人として病室を訪問するための礼儀と心構えを学ぶ良い
機会となった。

12

8  TOHO NOW | 2018.JANUARY 2018.JANUARY | TOHO NOW  9


